
 
 

 

 

●特集（②面） 

  若者が取り組む被災地支援 

   

●事業告知&コラム（③面） 
   みのおチャリティータウンプロジェクト 

   箕面在住アーティスト展 

   ほっとコンサート 

 

●事業報告等（④・⑤面） 

 

●その他・広告(⑥面) 

   

   

⑥ 発行日：201１年８月 3 日 ①  

Thankyou!設置協力店舗・施設（順不同）Thankyou! 

【カフェ・飲食店】 
CAFE&ART NICO 、 neu.cafe 千 里 店 、 cafe cosy 、
TeaLifeWAKAN、Café EZE、橋本亭、cafe パレット、 
Minoh Factorybar ENJYA、shri aruna、Café Lao 
【趣味・インテリア・雑貨】 
Ｎｅｕｓｔａｄｔ、家庭菜園ショップ YANMAR、障害者市民事業
所ぐり～ん＆ぐり～ん、ちまちま工房、箕面ネイチャールー
ム、一条アルチメイトファクトリー箕面、espero 
【美容・サービス】 
ヘアーサロンバービック ヴィソラ店 
【その他施設等】 
大阪大学学生支援ステーション、市内図書館、各公共施設 

¨

印刷協力：「障害者とともに」を考える企画グループ ちまちま工房 

協賛広告 

フェアトレードは、発展途上国の貧しい生産者の自立を

支援する貿易です。コーヒー、紅茶、衣類、工芸品など、

各国からの品々がお待ちしております。 

箕面市粟生外院 6-2-41（山麓線外院バス停近く） 
Open     月～土 11:00～18:00 
Tel&Fax   072-728-1221 
URL       http://espero-osaka.com 

商品が運ぶ物語 

shri aruna 箕面店 
箕面市白島２丁目２９番２１ メイプルヒルズ  
TEL＆FAX 072-725-8086 
Open 平日 11 時～15 時、17 時～22 時 30 分 

土日 11 時～23 時 （※Ｌ．Ｏ閉店 30 分前）

☆LunchTime→700 円～ ♡焼き立てナンの食べ放題ランチ→1,250 円

☆ディナーセット→1,４80 円～  カレーフェア実施中 

宴会＆パーティ  食べ飲み放題プランもあります♪ 

◆ご予約受付中◆ ※貸切パーティー等、相談承ります。 

 
協賛広告

5 月 8 日北摂 COLORS と共催で行った「色と癒しのチャリティーイベント」の一コマ 

市民活動フォーラムみのおでは皆さんのご参加・ご協力

を求めています。 

会員
フォーラムみのおのミッションに共感し、会費などに

よって支えてくれる会員 

＜年会費＞ 

正会員(個人) 一口 3,000 円   （現在 45 名） 

(団体) 一口 5,000 円   （現在 32 団体） 

賛助会員    一口 10,000 円   （現在 2 名） 

発送、編集、企画、デザイン・・・得意分野や興味を

生かして日々の運営を支えてくれるサポーター 

団体を支援する市民活動応援ファンドへの寄付 

フォーラムみのおの自立した運営の為の寄付 

その他アイデア・意見・情報など気軽にお寄せください 

サポーター

寄付金 

発行：特定非営利活動法人市民活動フォーラムみのお 

箕面市坊島4－5－20 箕面マーケットパークヴィソラWEST１-２F 

みのお市民活動センター内 
 
TEL＆FAX 072-722-2666 E-mail forum@minoh-npo.com 
      

URL http://minoh-npo.com/ 

市民活動フォーラムみのおって？ 

このニュースレターを発行している特定非営利活

動法人 市民活動フォーラムみのおは、市民活動

の立ち上げや運営などをサポートするNPOです。

かやの中央にあるみのお市民活動センターを管

理運営しています。 

地域で何か始めたいと思ったら、みのお市民活

動センターまでお気軽にお越しください。 

 

↓↓こんな人待ってます↓↓ 

●地域にどんなボランティアがあるのか知りたい 

●ボランティアを募集したい 

●自分たちの活動を地域にお知らせしたい 

●広報や人集め・会計のスキルアップをしたい 

●団体の課題について相談したい 

●助成金等の情報がほしい       ・・・etc 

 

写真提供：タッキー８１６みのおエフエム 

読者市民からの書評コメント紹介 

前々号で募集した書評ボランティアさんからのコメントを

紹介します。 

『シビックプライド～都市のコミュニケーションをデザインする～』 

マチって何？そんな素朴な疑問から始まる。 

私たちは年齢を重ねるごとに様々なマチと関わる。 

そしてマチも時代と共に常に変化し続けている。 

今、どんなマチがより住みやすいのか？ 

私たち一人一人が改めて考えなければならないのではない

か。<20 代 男性 Ｔさん> 

『シビックプライド』は市民活動センターにて閲覧できます 

 

日時 8 月 22 日（月） 

14：00～17：00 

場所 みのお市民活動センター 

 

内容小学生以下のお子さんのヘアカットを 1000 円で 

行います。ヘアカットの売上げのうち500円は、会

場にブース出展している中からあなたが選んだＮ

ＰＯへの寄付にまわります。残りの 500 円は、東

日本大震災復興支援への寄付にまわります。 

※当日先着順です。事前予約はできません。 

協力：Hair&Relax バービック 



 

 

 

 
 

スタッフ M の被災地ボランティア報告 

６月２４日～２７日に、大阪ボランティア協会主催の「東日本大震災被災地支

援ボランティアバス」に参加してきました。 

初日は朝８時に大阪を出発し、高速道路をバスで約１３時間。車中では、参加

者それぞれの参加の動機や、所属組織の紹介などを行いました。皆さんはボ

ランティア経験はないけど何か被災地の役に立ちたいという想いで参加してお

られました。岩手県一関市の旅館に到着し、翌日に備えて早く就寝しました。 

                       ２日目は朝から宮城県気仙沼へ。被災  

                       した個人宅前のお庭の泥除去作業を行

                       いました。休憩の合間に、今回のボラン

                       ティア依頼者 M さんや、ご近所の方と少

                       しお話をしました。地震が来た後、裏の 

                       神社がある高台に逃げて津波から間一

                       髪助かったこと、津波の後も港の方角か

ら爆発音や火災が続いて安心できなかったこと、などを話してくださいました。M

さんのお家も、倒壊は免れたものの、床下にたまった泥をかき出した為、１階の

床板は今も外されたままでした。 

３日目は住宅地の側溝の泥かきを行いました。側溝にたまった泥が、地域の排

水を妨げて、少し匂いも発生していたので、それを除去する作業です。昼過ぎ

には完了し、バスで現地を去る時に、ご近所の方総出でお見送りしてくださいま

した。パンの差し入れもいただきました。 

今回現地で行った作業は、想像していたよりももっと日常の些細なことをお助け

する内容でした。でもこういった、生活者に近くて細やかなサポートをすること

が、現地の方が日常を取り戻していく小さな一歩になるのかなと思います。むし

ろ、そういった些細な作業のために、関西からたくさんの人が身銭を切って駆け

つけてくれた、その事実の方が、現地の方を勇気づけるのかもしれない。見送り

をしてくださった現地の方が涙ぐんでいらっしゃったのを見て、そう思いました。

これからも、被災地とともに何ができるのか、できることから動きながら、考えて

いきたいと思います。 

５月  

５日  ほっとコンサート 

 ６日  NPO フェスタ説明会 

 ７日  NPO フェスタ説明会 

 ８日  色と癒しのチャリティーイベント 

９日  理事会 

１３日  まち育て交流会 

１５日  川の活動交流会 

２２日  2011 年度総会＆講演会 

２７日  河内長野出講 

 

４月  

３日  休館日 

 ８日  まち育て交流会 

１２日  箕面東高校出講 

（以降毎週火曜日）

１６日  市民活動支援金説明会 

      ＆ワークショップ 

２４日  シニアカフェ 

２８日  NPO フェスタ実行委員会 

２９日  手をつなごうコンサート 

 

 

６月  

３日  もっとネット会議 
１０日  まち育て交流会 
１１日  シニア塾出講 
２２日  NPO フェスタ実行委員会 
２５日  シニア塾出講・シニアカフェ 
２６日  支援金公開プレゼン＆審査 
７月 

８日  まち育て交流会 
１６日  シニア塾出講 
１９日  NPO フェスタ実行委員会 
２２日  会計入門講座 
２４日  シニアカフェ 
２７日  NPO フェスタ説明会(30 日も実施)
３０日  広報スキルアップ講座 

受託事業・実行委員会参加事業含む 

⑤ ② 

シニアカフェ報告
４月～７月の毎月１回、シニアカフェを行い

ました。各月のテーマと話題提供者は下記

のとおりです。 

４月「震災とボランティア 今できること」 

   (ぽっぽプラン代表 榊原昌彦さん) 

５月「災害時と防犯に備えて」 

   (大和ハウス工業(株) 村岡幸成さん)

６月「箕面のホタルの楽しみ方」 

   (箕面ホタルを守る会 石田達郎さん)

７月「ペットから学ぶこと」 

   （永田動物病院院長 永田高司さん）

毎回、テーマに沿った話題提供者をお招き

してお話を聞きました。一足先に地域デビュ

ーした先輩や、親子ほど年の離れた若い世

代とも、ドリンク片手に意見交換。「家庭」でも

「職場」でもない、「地域」で生きるってなんだ

か面白そう。そう思ってもらえたら幸いです。

東日本大震災発生から数カ月が経ちました。メディアの報道も一定程度落ち着いてきたように見えますが、

現地では、本格的な復興に向けて継続的な取り組みが必要とされています。今回の号では、大阪大学の学

生が中心になって立ち上げた災害支援ボランティアサークル「すずらん」の取り組みをご紹介します。取材に

協力いただいたのは、人間科学部３回生、塩田朋陽(しおたともや)さんです。 

◇◆阪大災害支援ボランティアサークル「すずらん」について◆◇ 

 すずらんは震災後の 4 月に阪大学生部が行った災害ボランティア説

明会に参加した学生 15 名で立ち上がったサークルです。自分たちも現

地や関西でボランティアをしつつ、復興支援したい学生と、支援が必要

な被災者を結びつけるハブ組織としての役割も担います。 

主な事業としては、岩手県野田村支援、福島から新潟に避難してきた

被災者支援、関西後方支援です。 

野田村支援としてはこれまで、野田村での泥かき、仮設住宅訪問、物

資仕分け、イベントなどを行ってきました。イベントでは、本場の味を食べ

てもらおうとお好み焼きとたこ焼きの炊き出しをしたり、阪大から送られた

物資などをお渡しする青空市、また心を癒す足湯などを行いとても喜ん

でいただくことができました。 

◇◆活動を通して、塩田さんが感じることは？◆◇ 

野田村にはこれまで 4 度訪れたのですが、度々訪れるうちに、現地のおばあ

ちゃんや子どもたちが名前を覚えてくれて、「久しぶりだね」というやりとりをした

ことが何だか妙に嬉しかったです。また、ボランティアの輪が広がり、さまざま

な方々との繋がりが生まれてきていることにも喜びを感じます。 

一方で復興のスピードと意識の風化のスピードとの間に非常に大きなズレを感

じています。一部の報道では「もうボランティアは十分」といったことが言われ

ていましたが、まだまだボランティアが足りていないのが現状です。いかにして

ボランティアに来てもらうかは、大きな課題のひとつだと思います。 

◇◆今後の展望◆◇ 

個人的には野田村に継続して入っていきたいと思います。現地の他ボランティ

ア団体とも連携しながら、仮設住宅にお住まいの方々とつながりをつくっていき

たいです。すずらんとしては、現地支援だけではなく、福島応援キャンペーンや

関西での報告会などを継続して行っていきます。 

この度の震災の規模から、支援が今後長期化することは目に見えています。な

かなか行動できていないという方も、一度でも被災地への想いを行動に移して

いただけたらと願います。 

すずらん HP  http://suzuran.jpn.org    メール  suzuran.ou@gmail.com 

現地のおばあちゃんと。右が塩田さん 

足湯ボランティアの様子 



 

フォーらむ・コらむ 

今、注目の「寄付付き商品」 
 

6 月に行われた、ある調査によると、「商品購入の

際、その商品がより良い社会づくりにつながるかを重

視する」人は震災前 8.9％だったのに対し、震災後は

25.1％に増えたそうです。 

募金箱に直接お金を入れる募金活動から、無理なく

続けられる新しい寄付のスタイルが広りつつあるので

はないでしょうか。 

ただ、上記の調査では、寄付 

つき商品を購入する際に重視 

する点として、「寄付先の団体 

が信頼できること」、次いで「寄付金金額や活動報告

などの情報がしっかり公開されていること」と答えた人

が多かったとのことです。 

寄付付き商品が世に出回るにつれ、市民が寄付先

団体に関心を持ち、選ぶ「目利き」の質が高まり、そ

れに応じてＮＰＯ側の情報公開の意識も高まってい

く・・・そして成熟した寄付社会に。 

みのおチャリティータウンプロジェクトもその一助になる

ことを願っています。 

③ 

はじまります！みのおチャリティータウンプロジェクト 

プロジェクト期間中、下記の提携店舗で指定商品・メニューを購入すると、 

売り上げの一部が地域貢献活動への寄付にまわります。 

どの活動を応援するかはアナタ次第。共感する活動を見つけて投票しま 

しょう。提携店舗も、ちょっと他にはないオシャレで素敵なお店ばかり。あ 

なたなら、どのお店に行って、どの活動に寄付しますか？ 

詳しくは、市内公共施設、提携店舗に設置してあるパンフレットにて。 

＜提携店舗一覧(順不同)＞ 

六六草、  cafe and bar Hashimototey,  狩人食堂、

インド料理シュリアルナ箕面店、 menu、 Café Lao、 

フェアトレード雑貨エスペーロ、 MOKU もくの家、  

バービックヴィソラ店、 バービック小野原店 

＜寄付先 NPO 一覧(順不同)＞ 

NPO 法人インターナショクナル、 

NPO 法人キッズ＆子育てママ応援隊 MerryTime、 

医療的ケア連絡協議会、  

NPO 法人箕面こどもの森学園、 

箕面の山パトロール隊 

箕面在住アーティスト展 

い～な・グーテンの仲間たち はり絵の世界 

◆展示期間：   

8 月 23 日(火)～31 日(水)9：00～22：00 

  26 日(金)10：00～14：30 展示販売  

はり絵・さをり織ワークショップあり 

◆場 所  みのお市民活動センター 

支援センターい～な・グーテンは知的に障がいのある高齢者の

生活介護施設です。貼り絵創りから多くの利用者さんは物創りの

面白さを感じられ、その活動内容は広がっています。創る時の楽

しい雰囲気を味わっていただければ幸いです。 

 

 

 

日時：９月 11 日(日)14:00～15:30 

場所：みのお市民活動センター 

出演：①The Sound Tree  

音楽を通して、「いのちの尊さと、世界中のこどもたちが笑

顔で暮らすことができるよう、平和で戦争のない世界の呼

びかけをしよう。」という仲間が集い、いろんなところで演奏

をしています。 

②朗読サークル｢ゆう｣ 

２００６年に発足したグループで、現在 7 名が、2 ヶ月に一

度、元アナウンサーの方の指導を受けて勉強しながら、

個々にボランティア活動や、年に一度の発表会に参加し

ています。内容は文学的なもの、詩、物語、方言をうまく

使った昔話などを個性的な持ち味をいかしながら表現して

いくグループです。 



 

チャリティーイベント報告 

３月 11 日の震災以降、「なにか被災地の役に立ちたい」という市民からの申し出をいくつかいただき、チャリティーイ

ベントを実施しました。以下はその報告です。今後も、市民の自発的な想いの受け皿として、ひとつひとつみなさん

と形にしていきたいと思います。 

◆４月２９日「手をつなごうコンサート」 

「東日本大震災で被災された方のために、チャリティコンサートを開きたい」と、ほっとコンサートに出演 

してもらったこともあるＲＭO さんからお話しを頂いたのが企画のきっかけでした。ＲＭＯさんから広がっ 

た出演団体は 9 組のアーティストやグループで、実行委員会形式で始まりました。当日は出演団体 

の皆さんがそれぞれ趣向を凝らした演奏やコーラスを披露されて、その合間にコラボの場面があった 

りと、楽しいひと時のコンサートでした。会場は、絶えず来場者があり、募金箱はあっという間に募金で 

一杯になりました。結果、14 万 8550 円が集まり、被災地に義援金としてお送りしました。 

◆5 月 5 日「ほっとコンサート Vol19～美しい日本の歌～」 

今回のほっとコンサートは、被災者の皆さんの一日も早い復興を願って寄付をお願いしました。 

おかげ様で 5 万 444 円の寄付が集まり、仙台の NPO センターに全額お送りしました。 

1 部の吉澤恵子さんの歌声は、歌に心があり、詩が自然と聞く人の心にすっと入ってくるようでした。 

感動や回想があいまって涙する人がとても印象的でした。2 部のピアニストの冨田美香さんは、その身 

体から音を楽しんでいるような演奏がとても魅力的で、表情を見ていると思わず微笑み返したくなりま 

した。会場がまるでうたごえ喫茶のように、皆さんの歌声がパワフルに、時には混声合唱団のように響 

いていました。 

◆5 月８日「色と癒しのチャリティーイベント」 

市民活動フォーラムみのおと、北摂 COLORS の共催で行いました。カラーセラピー、メイクセラピー、 

ハンドマッサージ等のサービスを２０分１０００円という特別価格で提供し、実費を差し引いた全額を 

義援金として被災地に送るというイベントです。セラピーをしてくださったのは北摂 COLORS の皆さん。 

今回のチャリティーイベントの趣旨に賛同し集まった、主に北摂在住のカラーリスト・セラピストのグル 

ープです。当日は順番待ちができるほどの大盛況でした。自分に似合う色を見つけたり、セラピーで 

癒されて、皆さん晴れやかな顔をしておられました。結果、のべ１０１人の参加がありました。売上・ 

会場での寄付から、必要経費(材料費、交通費)を引いた、9 万 4886 円を義援金として日本赤十字社を通して被災地に送らせてい

ただきます。 

講演会「ビジネスとチャリティーの相乗効果～企業と NPO でつくる新しい仕組み～」 

５月 22 日の総会の後は「ビジネスとチャリティーの相乗効果～企業と NPO でつくる新しい仕組み～」 

と題した講演会を開催しました。参加者は、フォーラムみのおの会員だけでなく、企業の方、社会起 

業家の方、地域のお店、NPO 関係者、興味を持った市民など、様々な方が２７人集まりました。 

前半は野村尚克さん(Causebrand Lab 代表)による、コーズ・リレイテッド・マーケティング(以下 CRM) 

に関する講演です。全国の CRM の事例や分類、消費者心理調査など、わかりやすくお話してくださ 

いました。中でも印象的だったのは、これまでの CRM は、大手企業や全国規模の取り組みが多く、 

地域系、中小企業系はまだあまり事例がないこと。だからこそ、箕面のような地域系の取り組みに期 

待しているとのことでした。後半は、みのおチャリティタウンプロジェクトの説明をした後、グループに分 

かれて、「箕面のような地域規模で CRM を成功させるにはどうしたら良いか」について話しあいました。 

最後にグループごとに発表していただきましたが、手厳しいご意見から楽しいアイディアまで、たくさ 

んヒントをいただきました。この講演会でいただいたヒントやネットワークを活かして、全国のモデルにな 

るような「新しい CRM の形」を創っていきたいと思います。この楽しい社会実験に、ご協力よろしくお 

願いします！ 
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スタッフ M の被災地ボランティア報告 

６月２４日～２７日に、大阪ボランティア協会主催の「東日本大震災被災地支

援ボランティアバス」に参加してきました。 

初日は朝８時に大阪を出発し、高速道路をバスで約１３時間。車中では、参加

者それぞれの参加の動機や、所属組織の紹介などを行いました。皆さんはボ

ランティア経験はないけど何か被災地の役に立ちたいという想いで参加してお

られました。岩手県一関市の旅館に到着し、翌日に備えて早く就寝しました。 

                       ２日目は朝から宮城県気仙沼へ。被災  

                       した個人宅前のお庭の泥除去作業を行

                       いました。休憩の合間に、今回のボラン

                       ティア依頼者 M さんや、ご近所の方と少

                       しお話をしました。地震が来た後、裏の 

                       神社がある高台に逃げて津波から間一

                       髪助かったこと、津波の後も港の方角か

ら爆発音や火災が続いて安心できなかったこと、などを話してくださいました。M

さんのお家も、倒壊は免れたものの、床下にたまった泥をかき出した為、１階の

床板は今も外されたままでした。 

３日目は住宅地の側溝の泥かきを行いました。側溝にたまった泥が、地域の排

水を妨げて、少し匂いも発生していたので、それを除去する作業です。昼過ぎ

には完了し、バスで現地を去る時に、ご近所の方総出でお見送りしてくださいま

した。パンの差し入れもいただきました。 

今回現地で行った作業は、想像していたよりももっと日常の些細なことをお助け

する内容でした。でもこういった、生活者に近くて細やかなサポートをすること

が、現地の方が日常を取り戻していく小さな一歩になるのかなと思います。むし

ろ、そういった些細な作業のために、関西からたくさんの人が身銭を切って駆け

つけてくれた、その事実の方が、現地の方を勇気づけるのかもしれない。見送り

をしてくださった現地の方が涙ぐんでいらっしゃったのを見て、そう思いました。

これからも、被災地とともに何ができるのか、できることから動きながら、考えて

いきたいと思います。 

５月  

５日  ほっとコンサート 

 ６日  NPO フェスタ説明会 

 ７日  NPO フェスタ説明会 

 ８日  色と癒しのチャリティーイベント 

９日  理事会 

１３日  まち育て交流会 

１５日  川の活動交流会 

２２日  2011 年度総会＆講演会 

２７日  河内長野出講 

 

４月  

３日  休館日 

 ８日  まち育て交流会 

１２日  箕面東高校出講 

（以降毎週火曜日）

１６日  市民活動支援金説明会 

      ＆ワークショップ 

２４日  シニアカフェ 

２８日  NPO フェスタ実行委員会 

２９日  手をつなごうコンサート 

 

 

６月  

３日  もっとネット会議 
１０日  まち育て交流会 
１１日  シニア塾出講 
２２日  NPO フェスタ実行委員会 
２５日  シニア塾出講・シニアカフェ 
２６日  支援金公開プレゼン＆審査 
７月 

８日  まち育て交流会 
１６日  シニア塾出講 
１９日  NPO フェスタ実行委員会 
２２日  会計入門講座 
２４日  シニアカフェ 
２７日  NPO フェスタ説明会(30 日も実施)
３０日  広報スキルアップ講座 

受託事業・実行委員会参加事業含む 

⑤ ② 

シニアカフェ報告
４月～７月の毎月１回、シニアカフェを行い

ました。各月のテーマと話題提供者は下記

のとおりです。 

４月「震災とボランティア 今できること」 

   (ぽっぽプラン代表 榊原昌彦さん) 

５月「災害時と防犯に備えて」 

   (大和ハウス工業(株) 村岡幸成さん)

６月「箕面のホタルの楽しみ方」 

   (箕面ホタルを守る会 石田達郎さん)

７月「ペットから学ぶこと」 

   （永田動物病院院長 永田高司さん）

毎回、テーマに沿った話題提供者をお招き

してお話を聞きました。一足先に地域デビュ

ーした先輩や、親子ほど年の離れた若い世

代とも、ドリンク片手に意見交換。「家庭」でも

「職場」でもない、「地域」で生きるってなんだ

か面白そう。そう思ってもらえたら幸いです。

東日本大震災発生から数カ月が経ちました。メディアの報道も一定程度落ち着いてきたように見えますが、

現地では、本格的な復興に向けて継続的な取り組みが必要とされています。今回の号では、大阪大学の学

生が中心になって立ち上げた災害支援ボランティアサークル「すずらん」の取り組みをご紹介します。取材に

協力いただいたのは、人間科学部３回生、塩田朋陽(しおたともや)さんです。 

◇◆阪大災害支援ボランティアサークル「すずらん」について◆◇ 

 すずらんは震災後の 4 月に阪大学生部が行った災害ボランティア説

明会に参加した学生 15 名で立ち上がったサークルです。自分たちも現

地や関西でボランティアをしつつ、復興支援したい学生と、支援が必要

な被災者を結びつけるハブ組織としての役割も担います。 

主な事業としては、岩手県野田村支援、福島から新潟に避難してきた

被災者支援、関西後方支援です。 

野田村支援としてはこれまで、野田村での泥かき、仮設住宅訪問、物

資仕分け、イベントなどを行ってきました。イベントでは、本場の味を食べ

てもらおうとお好み焼きとたこ焼きの炊き出しをしたり、阪大から送られた

物資などをお渡しする青空市、また心を癒す足湯などを行いとても喜ん

でいただくことができました。 

◇◆活動を通して、塩田さんが感じることは？◆◇ 

野田村にはこれまで 4 度訪れたのですが、度々訪れるうちに、現地のおばあ

ちゃんや子どもたちが名前を覚えてくれて、「久しぶりだね」というやりとりをした

ことが何だか妙に嬉しかったです。また、ボランティアの輪が広がり、さまざま

な方々との繋がりが生まれてきていることにも喜びを感じます。 

一方で復興のスピードと意識の風化のスピードとの間に非常に大きなズレを感

じています。一部の報道では「もうボランティアは十分」といったことが言われ

ていましたが、まだまだボランティアが足りていないのが現状です。いかにして

ボランティアに来てもらうかは、大きな課題のひとつだと思います。 

◇◆今後の展望◆◇ 

個人的には野田村に継続して入っていきたいと思います。現地の他ボランティ

ア団体とも連携しながら、仮設住宅にお住まいの方々とつながりをつくっていき

たいです。すずらんとしては、現地支援だけではなく、福島応援キャンペーンや

関西での報告会などを継続して行っていきます。 

この度の震災の規模から、支援が今後長期化することは目に見えています。な

かなか行動できていないという方も、一度でも被災地への想いを行動に移して

いただけたらと願います。 

すずらん HP  http://suzuran.jpn.org    メール  suzuran.ou@gmail.com 

現地のおばあちゃんと。右が塩田さん 

足湯ボランティアの様子 



 
 

 

 

●特集（②面） 

  若者が取り組む被災地支援 

   

●事業告知&コラム（③面） 
   みのおチャリティータウンプロジェクト 

   箕面在住アーティスト展 

   ほっとコンサート 

 

●事業報告等（④・⑤面） 

 

●その他・広告(⑥面) 

   

   

⑥ 発行日：201１年８月 3 日 ①  

Thankyou!設置協力店舗・施設（順不同）Thankyou! 

【カフェ・飲食店】 
CAFE&ART NICO 、 neu.cafe 千 里 店 、 cafe cosy 、
TeaLifeWAKAN、Café EZE、橋本亭、cafe パレット、 
Minoh Factorybar ENJYA、shri aruna、Café Lao 
【趣味・インテリア・雑貨】 
Ｎｅｕｓｔａｄｔ、家庭菜園ショップ YANMAR、障害者市民事業
所ぐり～ん＆ぐり～ん、ちまちま工房、箕面ネイチャールー
ム、一条アルチメイトファクトリー箕面、espero 
【美容・サービス】 
ヘアーサロンバービック ヴィソラ店 
【その他施設等】 
大阪大学学生支援ステーション、市内図書館、各公共施設 

¨

印刷協力：「障害者とともに」を考える企画グループ ちまちま工房 

協賛広告 

フェアトレードは、発展途上国の貧しい生産者の自立を

支援する貿易です。コーヒー、紅茶、衣類、工芸品など、

各国からの品々がお待ちしております。 

箕面市粟生外院 6-2-41（山麓線外院バス停近く） 
Open     月～土 11:00～18:00 
Tel&Fax   072-728-1221 
URL       http://espero-osaka.com 

商品が運ぶ物語 

shri aruna 箕面店 
箕面市白島２丁目２９番２１ メイプルヒルズ  
TEL＆FAX 072-725-8086 
Open 平日 11 時～15 時、17 時～22 時 30 分 

土日 11 時～23 時 （※Ｌ．Ｏ閉店 30 分前）

☆LunchTime→700 円～ ♡焼き立てナンの食べ放題ランチ→1,250 円

☆ディナーセット→1,４80 円～  カレーフェア実施中 

宴会＆パーティ  食べ飲み放題プランもあります♪ 

◆ご予約受付中◆ ※貸切パーティー等、相談承ります。 

 
協賛広告

5 月 8 日北摂 COLORS と共催で行った「色と癒しのチャリティーイベント」の一コマ 

市民活動フォーラムみのおでは皆さんのご参加・ご協力

を求めています。 

会員
フォーラムみのおのミッションに共感し、会費などに

よって支えてくれる会員 

＜年会費＞ 

正会員(個人) 一口 3,000 円   （現在 45 名） 

(団体) 一口 5,000 円   （現在 32 団体） 

賛助会員    一口 10,000 円   （現在 2 名） 

発送、編集、企画、デザイン・・・得意分野や興味を

生かして日々の運営を支えてくれるサポーター 

団体を支援する市民活動応援ファンドへの寄付 

フォーラムみのおの自立した運営の為の寄付 

その他アイデア・意見・情報など気軽にお寄せください 

サポーター

寄付金 

発行：特定非営利活動法人市民活動フォーラムみのお 

箕面市坊島4－5－20 箕面マーケットパークヴィソラWEST１-２F 

みのお市民活動センター内 
 
TEL＆FAX 072-722-2666 E-mail forum@minoh-npo.com 
      

URL http://minoh-npo.com/ 

市民活動フォーラムみのおって？ 

このニュースレターを発行している特定非営利活

動法人 市民活動フォーラムみのおは、市民活動

の立ち上げや運営などをサポートするNPOです。

かやの中央にあるみのお市民活動センターを管

理運営しています。 

地域で何か始めたいと思ったら、みのお市民活

動センターまでお気軽にお越しください。 

 

↓↓こんな人待ってます↓↓ 

●地域にどんなボランティアがあるのか知りたい 

●ボランティアを募集したい 

●自分たちの活動を地域にお知らせしたい 

●広報や人集め・会計のスキルアップをしたい 

●団体の課題について相談したい 

●助成金等の情報がほしい       ・・・etc 

 

写真提供：タッキー８１６みのおエフエム 

読者市民からの書評コメント紹介 

前々号で募集した書評ボランティアさんからのコメントを

紹介します。 

『シビックプライド～都市のコミュニケーションをデザインする～』 

マチって何？そんな素朴な疑問から始まる。 

私たちは年齢を重ねるごとに様々なマチと関わる。 

そしてマチも時代と共に常に変化し続けている。 

今、どんなマチがより住みやすいのか？ 

私たち一人一人が改めて考えなければならないのではない

か。<20 代 男性 Ｔさん> 

『シビックプライド』は市民活動センターにて閲覧できます 

 

日時 8 月 22 日（月） 

14：00～17：00 

場所 みのお市民活動センター 

 

内容小学生以下のお子さんのヘアカットを 1000 円で 

行います。ヘアカットの売上げのうち500円は、会

場にブース出展している中からあなたが選んだＮ

ＰＯへの寄付にまわります。残りの 500 円は、東

日本大震災復興支援への寄付にまわります。 

※当日先着順です。事前予約はできません。 

協力：Hair&Relax バービック 


